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日常の生活の中にあふれる、姿勢制御などの瞬
間的に行われるフィードバック制御を体験的
に学習するために通常では、起こり得ない制御
を行う車輪型倒立振子を題材とした教材を開
発した。 
また、プログラミングなどではなくフィードバ
ック制御の調整の要となるフィードバックゲ
インを自ら変更しフィードバック制御を体験
的に学習できる。 

製作動機・目的 

 

 
 
 角度・角速度などのパラメーターをグラフ表示 
 角度・角速度のゲインをスライダーにより調整

することで倒立振子の制御を調整することが
できる。 

 各種パラメーターを csv ファイルのログとし
て保存が可能。 

ソフトウェア  

 倒立振子の行っている制御情報を無線によりパソ
コンに送信 

 送信されたゲインをもとに制御を変更 
 移動命令によって 

前後、右回転、左回転が可能 
 
 

車輪型倒立振子 

倒立振子の制御式 

k１、k２の値を学習者自ら変更することにより 
フィードバック制御を体験的に学習することが可能 

システム概念図 

 
 
 ハードウェアを基板ごとに分けることでセンサ、コンピューター、アクチューエータ、またそれらをつな

ぐインターフェースをこの教材一つで指導することができる。 
 瞬間的なフィードバック制御を、グラフにより誰にでも見えるような形にした。 
 ゲイン調整をしっかり行わないと安定して移動できない 

     倒立振子を移動させるためにゲイン調整を意欲的に取り組める。 

工夫点 


